
(57)【要約】

【課題】背極を金属材料でカップ状に形成したエレクト

レットコンデンサマイクロホンにおいて、感度とＳＮ比

を向上させる。

【解決手段】金属材料によりカップ状に形成した背極の

筒部の周面に、周方向に等間隔に少なくとも３個以上の

突起１８Ｂを設け、この突起の突出頂面をカプセルの円

筒部の内壁面に当接させる構造とし、背極１８の筒部１

８Ａとカプセル１１の内壁との間に空隙Ｇを形成し、こ

の空隙Ｇの形成によって背極の筒部をカプセル１１の内

壁から離し、これらの間に発生する浮遊容量の値を小さ

くし、感度の向上を達する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
金 属 材 料 に よ り 成 形 さ れ 円 筒 部 と こ の 円 筒 部 の 一 端 面 に 前 面 板 を 具 備 し た カ プ セ ル と 、 こ
の カ プ セ ル の 上 記 前 面 板 の 内 面 に 一 方 の 面 が 接 触 し 、 他 方 の 面 に 振 動 膜 が 貼 り 付 け ら れ た
振 動 膜 リ ン グ と 、 金 属 材 料 に よ り 形 成 さ れ 、 筒 部 と こ の 筒 部 の 一 端 面 を 塞 ぐ 閉 塞 板 で 形 成
さ れ た 背 極 と を 有 し こ の 背 極 及 び 上 記 筒 部 の 外 表 面 に エ レ ク ト レ ッ ト 誘 電 体 膜 が 被 着 さ れ
た カ ッ プ 状 背 極 と 、 こ の カ ッ プ 状 背 極 に 形 成 さ れ た 背 極 と 上 記 振 動 膜 と の 間 に 介 挿 さ れ 上
記 背 極 と 振 動 膜 と の 間 の 間 隔 を 所 定 値 に 維 持 す る 絶 縁 ス ペ ー サ と 、 上 記 カ ッ プ 状 背 極 の 上
記 筒 部 の 開 口 端 部 が イ ン ピ ー ダ ン ス 変 換 器 を 搭 載 し た 面 に 当 接 し 、 他 方 の 面 が 上 記 カ プ セ
ル の 開 口 面 に 露 出 し て 配 置 さ れ た 配 線 基 板 と を 具 備 し て 構 成 さ れ た エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ
ン サ マ イ ク ロ ホ ン に お い て 、
上 記 カ ッ プ 状 背 極 の 上 記 筒 部 の 周 面 に 周 方 向 に 等 角 間 隔 に 少 な く と も ３ 個 以 上 の 突 起 を 設
け 、 こ の 突 起 の 突 出 外 面 を 上 記 カ プ セ ル の 円 筒 部 の 内 壁 面 に 当 接 さ せ る 構 造 と し た こ と を
特 徴 と す る エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン 。
【 請 求 項 ２ 】
金 属 材 料 に よ り 成 形 さ れ 円 筒 部 と こ の 円 筒 部 の 一 端 面 に 前 面 板 を 具 備 し た カ プ セ ル と 、 こ
の カ プ セ ル の 上 記 前 面 板 の 内 面 に 一 方 の 面 が 接 触 し 、 他 方 の 面 に 振 動 膜 が 貼 り 付 け ら れ た
振 動 膜 リ ン グ と 、 金 属 材 料 に よ り 形 成 さ れ 、 筒 部 と こ の 筒 部 の 一 端 面 を 塞 ぐ 閉 塞 板 で 形 成
さ れ た 背 極 と を 有 し こ の 背 極 及 び 上 記 筒 部 の 外 表 面 に エ レ ク ト レ ッ ト 誘 電 体 膜 が 被 着 さ れ
た カ ッ プ 状 背 極 と 、 こ の カ ッ プ 状 背 極 に 形 成 さ れ た 背 極 と 上 記 振 動 膜 と の 間 に 介 挿 さ れ 上
記 背 極 と 振 動 膜 と の 間 の 間 隔 を 所 定 値 に 維 持 す る 絶 縁 ス ペ ー サ と 、 上 記 カ ッ プ 状 背 極 の 上
記 筒 部 の 開 口 端 部 が イ ン ピ ー ダ ン ス 変 換 器 を 搭 載 し た 面 に 当 接 し 、 他 方 の 面 が 上 記 カ プ セ
ル の 開 口 面 に 露 出 し て 配 置 さ れ た 配 線 基 板 と を 具 備 し て 構 成 さ れ た エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ
ン サ マ イ ク ロ ホ ン に お い て 、
上 記 カ ッ プ 状 背 極 に 形 成 し た 背 極 の 外 周 縁 に リ ン グ 状 に 上 記 絶 縁 ス ペ ー サ を 被 着 形 成 し 、
上 記 カ ッ プ 状 背 極 と 絶 縁 ス ペ ー サ と を 一 体 化 し た 構 造 と し た こ と を 特 徴 と す る エ レ ク ト レ
ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン に お い て 、 上 記 カ ッ プ 状 背
極 に 形 成 し た 背 極 に 少 な く ２ 個 以 上 の 背 極 孔 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る エ レ ク ト レ ッ ト コ
ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 記 載 の エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン に お い て 、 上 記 カ ッ プ 状 背 極 の 筒
部 の 開 口 端 部 は 上 記 配 線 基 板 に 形 成 し た 円 弧 状 配 線 導 体 に 接 触 す る こ と を 特 徴 と す る エ レ
ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン に 関 し 、 特 に 背 極 を カ ッ プ 形 状 と し
た エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン の 改 良 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
本 出 願 人 は 、 先 に 背 極 を カ ッ プ 形 状 に 形 成 し 、 従 来 は 背 極 ホ ル ダ で 支 持 し て い た 背 極 を 、
背 極 と 筒 部 と に よ っ て 一 体 化 し た 構 造 の エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン を 提 案 し
た （ 特 許 文 献 １ ） 。
図 ８ を 用 い て 、 そ の 先 に 提 案 し た エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン の 構 造 を 簡 単 に
説 明 す る 。 図 ８ に お い て 、 １ １ は カ プ セ ル を 示 す 。 カ プ セ ル １ １ は 金 属 材 料 で 形 成 さ れ 、
円 筒 部 の 一 端 面 に 前 面 板 １ ２ が 一 体 形 成 さ れ る 。 前 面 板 １ ２ に は 中 心 孔 １ ３ が 形 成 さ れ 、
こ の 中 心 孔 １ ３ を 通 じ て 音 が カ プ セ ル １ １ 内 に 導 入 さ れ る 。
１ ５ は 振 動 膜 リ ン グ を 示 す 。 こ の 振 動 膜 リ ン グ １ ５ は 導 電 性 材 料 で 形 成 さ れ 、 一 方 の 面 が
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前 面 板 １ ２ の 内 面 に 接 触 し 、 他 方 の 面 に 振 動 膜 １ ６ が 張 り 付 け ら れ る 。 振 動 膜 １ ６ も 導 電
性 の 膜 で 形 成 さ れ 、 音 圧 に 応 じ て 振 動 す る 構 造 と さ れ る 。
１ ７ は 、 絶 縁 材 料 で 形 成 さ れ た リ ン グ 状 の 絶 縁 ス ペ ー サ を 示 す 。 こ の 絶 縁 ス ペ ー サ １ ７ の
厚 み に よ り 振 動 膜 １ ６ と 背 極 １ ８ と の 間 の 間 隔 を 所 定 値 に 維 持 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
背 極 １ ８ は 金 属 材 料 で 形 成 さ れ た カ ッ プ 状 背 極 に よ っ て 構 成 さ れ る 。 つ ま り 、 カ ッ プ 状 の
筒 部 １ ８ Ａ の 一 方 の 開 口 端 を 閉 塞 板 で 塞 ぎ 、 こ の 閉 塞 板 で 背 極 １ ８ を 構 成 す る 。 背 極 １ ８
と 筒 部 １ ８ Ａ の 外 周 面 に は エ レ ク ト レ ッ ト 誘 電 体 膜 １ ９ が 被 着 形 成 さ れ る 。 背 極 １ ８ に は
複 数 個 の 背 極 孔 ２ ７ を 形 成 し 、 振 動 膜 １ ６ と 背 極 １ ８ と の 間 の 空 隙 部 分 を 背 室 ２ ８ に 連 通
さ せ 、 振 動 膜 １ ６ を 自 由 に 振 動 可 能 な 状 態 に 維 持 さ せ る 。
筒 部 １ ８ Ａ の 開 口 端 面 は 配 線 基 板 ４ ２ で 塞 が れ る 。 配 線 基 板 ４ ２ に は 背 室 ２ ８ 側 の 面 に 、
イ ン ピ ー ダ ン ス 変 換 器 を 構 成 す る Ｉ Ｃ 素 子 ５ ０ が 実 装 さ れ 、 こ の Ｉ Ｃ 素 子 ５ ０ を 通 じ て 電
気 信 号 が 取 り 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 ９ に イ ン ピ ー ダ ン ス 変 換 器 を 構 成 す る Ｉ Ｃ 素 子 ５ ０ の 回 路 構 造 の 一 例 を 示 す 。 イ ン ピ ー
ダ ン ス 変 換 器 は 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ ５ ４ と 、 抵 抗 器 ５ ５ 及 び ５ ６ と に よ っ て 構 成 さ れ る
。 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ ５ ４ の ゲ ー ト ５ ３ に 背 極 １ ８ が 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 共 通 電 位 点 （
カ プ セ ル １ １ ） に 振 動 膜 １ ６ が 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 図 ８ に 示 し た 接 触 片 ５ ８ は 背 極 １ ８
を ゲ ー ト ５ ３ に 電 気 的 に 接 続 す る た め の 配 線 導 体 を 示 す 。
ま た 、 カ ッ プ 状 の 背 極 １ ８ と 絶 縁 ス ペ ー サ １ ７ を 一 体 化 し た 構 造 の エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ
ン サ マ イ ク ロ ホ ン も 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ２ ） 。 こ の 特 許 文 献 ２ で 提 案 さ れ た エ レ ク
ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン は カ ッ プ 状 の 背 極 の 面 に ス ペ ー サ を 一 体 に 形 成 し 、 部 品
数 を 少 な く し 組 立 て 工 数 を 低 減 す る 効 果 を 得 て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 許 第 ３ ３ ７ ５ ２ ８ ４ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】
実 開 平 ６ － ２ ８ ９ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
図 ８ を 用 い て 説 明 し た よ う に 、 特 許 文 献 １ で 提 案 し た カ ッ プ 状 の 背 極 １ ８ を 用 い た エ レ ク
ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン で は 、 組 立 て が 簡 素 化 で き る 利 点 が 得 ら れ る 反 面 、 背 極
１ ８ を 支 持 す る 筒 部 １ ８ Ａ が カ プ セ ル １ １ の 内 壁 面 に エ レ ク ト レ ッ ト 誘 電 体 膜 １ ９ の 厚 み
分 の 間 隔 で 近 接 し て 配 置 さ れ る た め 、 筒 部 １ ８ Ａ と カ プ セ ル １ １ と の 間 に 形 成 さ れ る 浮 遊
容 量 Ｃ Ｐ の 容 量 値 （ 静 電 容 量 ） が 大 き く な り 、 こ の 浮 遊 容 量 Ｃ Ｐ が 図 ９ に 示 す よ う に 、 背
極 １ ８ と 振 動 膜 １ ６ と の 間 に 形 成 さ れ る 静 電 容 量 に 並 列 接 続 さ れ る た め 、 こ の 浮 遊 容 量 Ｃ
Ｐ の 存 在 に よ り 背 極 １ ８ と 振 動 膜 １ ６ と の 間 で 発 生 す る 電 圧 信 号 が 減 衰 さ れ 、 マ イ ク ロ ホ
ン の 感 度 を 低 下 さ せ る 不 都 合 が 生 じ る 。
ま た 、 特 許 文 献 ２ で 提 案 さ れ た エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン は 、 カ ッ プ 状 の 背
極 の 全 体 を 導 電 性 樹 脂 材 で 成 形 し て い る 。 従 っ て 背 極 は こ の 導 電 性 樹 脂 材 を 通 じ て イ ン ピ
ー ダ ン ス 変 換 器 に 接 続 さ れ る た め 、 図 ９ に 示 し た 回 路 で 説 明 す れ ば 、 背 極 １ ８ と 電 界 効 果
ト ラ ン ジ ス タ ５ ４ の ゲ ー ト ５ ３ と の 間 に 比 較 的 大 き い 抵 抗 値 の 抵 抗 （ 導 電 性 樹 脂 材 の 抵 抗
） が 挿 入 さ れ 、 Ｓ Ｎ 比 が 悪 く な る 不 都 合 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 発 明 の 目 的 は 、 カ ッ プ 状 の 背 極 を 用 い て 構 成 し た エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ
ホ ン に お い て 、 筒 部 １ ８ Ａ と カ プ セ ル １ １ と の 間 に 発 生 す る 浮 遊 容 量 を 小 さ く し 、 感 度 の
高 い 、 ま た Ｓ Ｎ 比 の よ い エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン を 提 供 し よ う と す る も の
で あ る 。
ま た 、 こ の 発 明 で は 背 極 １ ８ と イ ン ピ ー ダ ン ス 変 換 器 を 構 成 す る 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ の
ゲ ー ト と の 間 に 抵 抗 が 挿 入 さ れ る こ と が な く 、 従 っ て Ｓ Ｎ 比 の 良 い エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ
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ン サ マ イ ク ロ ホ ン を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 の 請 求 項 １ で は 、 金 属 材 料 に よ り 成 形 さ れ 円 筒 部 と こ の 円 筒 部 の 一 端 面 に 前 面 板
を 具 備 し た カ プ セ ル と 、 こ の カ プ セ ル の 前 面 板 の 内 面 に 一 方 の 面 が 接 触 し 、 他 方 の 面 に 振
動 膜 が 貼 り 付 け ら れ た 振 動 膜 リ ン グ と 、 金 属 材 料 に よ り 形 成 さ れ 、 筒 部 と こ の 筒 部 の 一 端
面 を 塞 ぐ 閉 塞 板 で 形 成 さ れ た 背 極 と を 有 し 、 こ の 背 極 及 び 筒 部 の 外 表 面 に エ レ ク ト レ ッ ト
誘 電 体 膜 が 被 着 さ れ た カ ッ プ 状 背 極 と 、 こ の カ ッ プ 状 背 極 に 形 成 さ れ た 背 極 と 振 動 膜 と の
間 に 介 挿 さ れ 、 背 極 と 振 動 膜 と の 間 の 間 隔 を 所 定 値 に 維 持 す る 絶 縁 ス ペ ー サ と 、 カ ッ プ 状
背 極 の 筒 部 の 開 口 端 部 が イ ン ピ ー ダ ン ス 変 換 器 を 搭 載 し た 面 に 当 接 し 、 他 方 の 面 が カ プ セ
ル の 開 口 面 に 露 出 し て 配 置 さ れ た 配 線 基 板 と を 具 備 し て 構 成 さ れ た エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ
ン サ マ イ ク ロ ホ ン に お い て 、 カ ッ プ 状 背 極 の 筒 部 の 周 面 に 周 方 向 に 等 角 間 隔 に 少 な く と も
３ 個 以 上 の 突 起 を 設 け 、 こ の 突 起 の 突 出 外 面 を カ プ セ ル の 円 筒 部 の 内 壁 面 に 当 接 さ せ る 構
造 と し た エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン を 提 案 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 発 明 の 請 求 項 ２ で は 、 金 属 材 料 に よ り 成 形 さ れ 円 筒 部 と こ の 円 筒 部 の 一 端 面 に 前 面 板
を 具 備 し た カ プ セ ル と 、 こ の カ プ セ ル の 前 面 板 の 内 面 に 一 方 の 面 が 接 触 し 、 他 方 の 面 に 振
動 膜 が 貼 り 付 け ら れ た 振 動 膜 リ ン グ と 、 金 属 材 料 に よ り 形 成 さ れ 、 筒 部 と こ の 筒 部 の 一 端
面 を 塞 ぐ 閉 塞 板 で 形 成 さ れ た 背 極 と を 有 し 、 こ の 背 極 及 び 筒 部 の 外 表 面 に エ レ ク ト レ ッ ト
誘 電 体 膜 が 被 着 さ れ た カ ッ プ 状 背 極 と 、 こ の カ ッ プ 状 背 極 に 形 成 さ れ た 背 極 と 振 動 膜 と の
間 に 介 挿 さ れ 、 背 極 と 振 動 膜 と の 間 の 間 隔 を 所 定 値 に 維 持 す る 絶 縁 ス ペ ー サ と 、 カ ッ プ 状
背 極 の 筒 部 の 開 口 端 部 が イ ン ピ ー ダ ン ス 変 換 器 を 搭 載 し た 面 に 当 接 し 、 他 方 の 面 が カ プ セ
ル の 開 口 面 に 露 出 し て 配 置 さ れ た 配 線 基 板 と を 具 備 し て 構 成 さ れ た エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ
ン サ マ イ ク ロ ホ ン に お い て 、 カ ッ プ 状 背 極 に 形 成 し た 背 極 の 外 周 縁 に リ ン グ 状 に 絶 縁 ス ペ
ー サ を 被 着 形 成 し 、 カ ッ プ 状 背 極 と 絶 縁 ス ペ ー サ と を 一 体 化 し た 構 造 と し た エ レ ク ト レ ッ
ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン を 提 案 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の 発 明 の 請 求 項 ３ で は 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン
に お い て 、 カ ッ プ 状 背 極 に 形 成 し た 背 極 に 少 な く も ２ 個 以 上 の 背 極 孔 を 設 け た エ レ ク ト レ
ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン を 提 案 す る 。
こ の 発 明 の 請 求 項 ４ で は 、 請 求 項 １ 記 載 の エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン に お い
て 、 カ ッ プ 状 背 極 の 筒 部 の 開 口 端 部 は 配 線 基 板 に 形 成 し た 円 弧 状 の 配 線 導 体 に 接 触 す る エ
レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン を 提 案 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】

こ の 発 明 に よ れ ば 背 極 を 構 成 す る 筒 部 の 周 面 に 外 向 き に 複 数 の 突 起 を 形 成 し 、 こ の 突 起 の
突 出 面 を カ プ セ ル の 内 壁 面 に 当 接 さ せ る 構 造 と し た か ら 、 突 起 以 外 の 筒 部 の 周 面 は カ プ セ
ル の 内 壁 面 か ら 引 き 離 さ れ る 。 こ の 結 果 、 カ プ セ ル と 背 極 の 筒 部 と の 間 に 形 成 さ れ る 浮 遊
容 量 値 を 小 さ く す る こ と が で き 、 そ れ に よ り 感 度 の 向 上 を 達 す る こ と が で き る 。
ま た 、 こ の 発 明 で は 背 極 と 筒 部 と を 金 属 材 料 で 一 体 に 成 形 す る か ら 背 極 と 電 界 効 果 ト ラ ン
ジ ス タ の ゲ ー ト と の 間 は 金 属 材 料 で 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 従 っ て 、 背 極 と 電 界 効 果 ト ラ ン
ジ ス タ の ゲ ー ト と の 間 の 抵 抗 値 を 小 さ く で き る た め 、 Ｓ Ｎ 比 の よ い エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ
ン サ マ イ ク ロ ホ ン を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ 乃 至 図 ３ に こ の 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す 。 図 １ 乃 至 図 ３ に お い て 、 図 ８ と 対 応 す る 部 分
に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 重 複 説 明 は 省 略 す る が 、 図 １ に 示 す よ う に カ プ セ ル １ １ は 金 属
材 料 で カ ッ プ 状 に 形 成 さ れ て お り 、 振 動 膜 リ ン グ １ ５ は カ プ セ ル １ １ の 前 面 板 １ ２ の 内 面
に 接 触 さ れ 、 他 方 の 面 に 振 動 膜 １ ６ が 貼 り 付 け ら れ て お り 、 背 極 １ ８ は 金 属 材 料 で 例 え ば
洋 白 で 形 成 さ れ 、 筒 部 １ ８ Ａ の 一 方 の 開 口 端 を 閉 塞 し た 閉 塞 板 で 構 成 さ れ る 。 こ れ ら の 背
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極 １ ８ と 筒 部 １ ８ Ａ の 外 周 面 に は エ レ ク ト レ ッ ト 誘 電 体 膜 １ ９ が 被 着 形 成 さ れ る 。 更 に 、
背 極 １ ８ と 振 動 膜 １ ６ と の 間 に は 絶 縁 ス ペ ー サ １ ７ が 介 挿 さ れ て お り 、 振 動 膜 １ ６ と 背 極
１ ８ と の 間 の 空 隙 を 絶 縁 ス ペ ー サ １ ７ に よ っ て 所 定 値 に 維 持 す る 構 造 は 図 ８ を 用 い て 説 明
し た の と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の 発 明 の 特 徴 と す る 構 造 は 、 背 極 １ ８ と 一 体 成 形 し た 筒 部 １ ８ Ａ の 周 面 に 周 方 向 に 等 角
間 隔 に 少 な く と も ３ 個 以 上 の 突 起 １ ８ Ｂ を 形 成 し た 点 で あ る 。 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す 実 施 例
で は 筒 部 １ ８ Ａ の 周 面 に ３ 個 の 突 起 １ ８ Ｂ を 形 成 し た 場 合 を 示 す 。 こ れ ら の 突 起 １ ８ Ｂ の
突 出 面 の 突 出 量 は 各 突 起 １ ８ Ｂ の 突 出 面 が 丁 度 カ プ セ ル １ １ の 内 壁 面 に 当 接 す る 突 出 量 と
さ れ 、 突 起 １ ８ Ｂ の 突 出 面 が カ プ セ ル １ １ の 内 壁 面 に 当 接 す る こ と に よ り 、 背 極 １ ８ の 中
心 が カ プ セ ル １ １ の 中 空 部 分 の 中 心 位 置 に 合 致 し て ガ タ ツ キ な く 支 持 さ れ る 。
突 起 １ ８ Ｂ を 設 け た こ と に よ り 、 図 ２ に 示 す と こ ろ よ り 明 ら か な よ う に カ ッ プ 状 背 極 の 筒
部 １ ８ Ａ の 外 周 面 と カ プ セ ル １ １ の 内 壁 面 と の 間 に 空 隙 Ｇ が 形 成 さ れ る 。 こ の 空 隙 Ｇ が 形
成 さ れ る こ と に よ り カ プ セ ル １ １ と 筒 部 １ ８ Ａ と の 間 に 形 成 さ れ る 浮 遊 空 量 Ｃ Ｐ （ 図 ９ 参
照 ） の 値 を 小 さ く す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 と し て 振 動 膜 １ ６ が 振 動 す る こ と に よ っ て
振 動 膜 １ ６ と 背 極 １ ８ と の 間 に 発 生 す る 電 圧 信 号 （ エ レ ク ト レ ッ ト 誘 電 体 膜 １ ９ が 発 生 す
る 静 電 気 の 変 動 成 分 ） の 減 衰 量 を 小 さ く す る こ と が で き 、 こ れ に よ り Ｓ Ｎ 比 の よ い 音 声 信
号 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
更 に 、 空 隙 Ｇ が 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 背 極 １ ８ を Ｉ Ｃ 素 子 ５ ０ の ゲ ー ト に 接 続 す る 配 線
導 体 を 図 ４ に 示 す よ う に 、 筒 部 １ ８ Ａ の 開 口 端 に 接 す る 円 弧 状 配 線 導 体 ５ ９ と す る こ と が
で き 、 背 極 １ ８ と Ｉ Ｃ 素 子 ５ ０ と の 間 の 電 気 的 な 接 続 状 態 を 安 定 化 す る こ と が で き る 。
つ ま り 、 図 ８ を 用 い て 説 明 し た 構 造 に よ れ ば 、 筒 部 １ ８ Ａ の 外 周 面 は カ プ セ ル １ １ の 内 壁
面 に 近 接 し て 配 置 さ れ る 。 こ の た め に 、 図 ８ で 示 す 構 造 で 筒 部 １ ８ Ａ の 開 口 端 に 接 触 さ せ
る 配 線 導 体 を 円 弧 状 に 形 成 す る と 、 そ の 配 線 導 体 は カ プ セ ル １ １ の 内 壁 面 に も 接 触 し て し
ま う た め 、 円 形 に 形 成 す る こ と は で き な い 。 こ の た め に 図 ８ で 示 す 例 で は 配 線 基 板 ４ ２ の
直 径 方 向 に 形 成 し た 接 触 片 ５ ８ の み で 筒 部 １ ８ Ａ と 接 触 さ せ て い る 。 こ の 接 続 方 法 に よ れ
ば 接 触 片 ５ ８ と 筒 部 １ ８ Ａ と の 接 触 面 積 が 小 さ い た め 、 接 触 の 信 頼 性 が 低 い 欠 点 が 生 じ る
。
こ れ に 対 し 、 こ の 発 明 に よ れ ば 円 弧 状 配 線 導 体 ５ ９ を 形 成 す る こ と が で き る か ら 筒 部 １ ８
Ａ と ゲ ー ト ５ ３ と の 間 の 接 続 の 信 頼 性 を 高 め る こ と が で き る 。 尚 、 図 ４ に 示 し た 実 施 例 で
は 円 弧 状 配 線 導 体 ５ ９ を 円 形 に 形 成 し た 場 合 を 示 し た が 、 円 形 に 限 ら ず 一 部 が 切 り 欠 け た
形 状 で も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
尚 、 こ の 発 明 に よ れ ば 筒 部 １ ８ Ａ の 直 径 が 平 均 し て 小 さ く な る こ と に よ り 、 背 室 ２ ８ の 内
容 積 が 小 さ く な り 、 背 室 ２ ８ の 内 容 積 が 小 さ く な る こ と に よ り マ イ ク ロ ホ ン の 感 度 が 低 下
す る 不 都 合 が 生 じ る が 、 現 実 に は 突 起 １ ８ Ｂ を 形 成 し た 開 口 端 部 分 が 図 ５ に 示 す よ う に 多
少 め く り 上 が り 、 配 線 基 板 ４ ２ と の 間 に ス キ 間 Ｓ が 発 生 す る た め 、 こ の ス キ 間 Ｓ を 通 じ て
背 室 ２ ８ の 容 積 に 空 隙 Ｇ の 部 分 の 容 積 が 加 わ る た め 、 実 質 的 に 感 度 の 低 下 は 見 ら れ な い 。
因 み に 、 図 ８ で 説 明 し た エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン と 、 本 発 明 に よ る エ レ ク
ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン の 周 波 数 特 性 を 図 ６ に 示 す 。 図 ６ に お い て 、 曲 線 Ａ は 本
発 明 に よ る エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン の 周 波 数 特 性 、 曲 線 Ｂ は 図 ８ に 示 し た
構 造 の エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン の 周 波 数 特 性 を 示 す 。 図 ６ か ら 明 ら か な よ
う に 、 こ の 発 明 に よ る エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン は 従 来 品 よ り 約 ２ ～ ３ ｄ Ｂ
程 度 感 度 が 向 上 し た 。 ま た Ｓ Ｎ 比 を 測 定 し た と こ ろ 、 従 来 品 は ６ ２ ． ０ ｄ Ｂ で あ っ た が 、
本 発 明 に よ る エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン は ６ ４ ． ０ ｄ Ｂ で 約 ２ ｄ Ｂ 程 度 Ｓ Ｎ
比 が 向 上 し た こ と を 確 認 し た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ７ は こ の 発 明 の 変 形 実 施 例 を 示 す 。 こ の 実 施 例 で は カ ッ プ 状 の 背 極 １ ８ と 一 体 に 絶 縁 ス
ペ ー サ １ ７ を イ ン サ ー ト 成 形 し た 場 合 を 示 す 。 つ ま り 、 エ レ ク ト レ ッ ト 誘 電 導 体 膜 １ ９ が
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被 着 さ れ た ア ル ミ 薄 板 を 絞 り 加 工 し て カ ッ プ 状 に 形 成 し 、 こ の カ ッ プ 状 の 背 極 １ ８ の 外 周
に 例 え ば 液 晶 ポ リ マ ー ま た は ポ リ 塩 化 ビ ニ ル で 絶 縁 ス ペ ー サ １ ７ と イ ン サ ー ト 形 成 に よ り
一 体 に 形 成 す る 。
背 極 １ ８ と 絶 縁 ス ペ ー サ １ ７ と を 一 体 化 す る こ と に よ り 、 実 質 的 に 、 背 極 １ ８ と 、 背 極 ホ
ル ダ と 、 ゲ ー ト リ ン グ と 、 絶 縁 ス ペ ー サ １ ７ と を 一 体 化 し た こ と に な り 、 組 立 工 数 が 減 り
組 立 コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。 ま た 組 立 時 の ミ ス が 少 な く な る 利 点 も あ る 。 更 に 一
体 型 で 製 作 す る の で 部 品 間 の バ ラ ツ キ が 小 さ く な り 、 感 度 の 揃 っ た 製 品 を 提 供 す る こ と が
で き る 利 点 も 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 発 明 の 図 １ 乃 至 図 ５ に 示 し た 実 施 例 に よ れ ば カ プ セ ル １ １ と 背
極 １ ８ と の 間 に 発 生 す る 浮 遊 容 量 値 を 図 ８ に 示 し た 構 造 の エ レ ク ト レ ッ ト マ イ ク ロ ホ ン よ
り 小 さ く で き る た め 、 図 ８ に 示 し た 構 造 の エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン と 比 較
し て 感 度 の 向 上 及 び 、 Ｓ Ｎ 比 の 向 上 を 達 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
更 に 、 こ の 発 明 で は 背 極 １ ８ を 金 属 材 料 で 形 成 し た 筒 部 １ ８ Ａ を 介 し て Ｉ Ｃ 素 子 ５ ０ の ゲ
ー ト ５ ３ に 電 気 的 に 接 続 す る 構 造 と し た か ら 、 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ た エ レ ク ト レ ッ ト マ
イ ク ロ ホ ン と 比 較 し て 背 極 １ ８ と ゲ ー ト ５ ３ と の 間 に 介 挿 さ れ る 抵 抗 値 を 小 さ く す る こ と
が で き る 。 こ の 点 で 、 特 許 文 献 ２ の 構 造 の エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン よ り Ｓ
Ｎ 比 の よ い エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン を 得 る こ と が で き る 。
ま た 、 こ の 発 明 の 図 ７ に 示 し た 実 施 例 に よ れ ば 部 品 数 を 低 減 す る こ と が で き る た め 、 組 立
が 容 易 と な り 、 ま た 特 性 が 揃 っ た エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン を 提 供 で き る 利
点 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 例 を 説 明 す る た め の 断 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た Ａ － Ａ 線 上 の 断 面 図 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 要 部 の 構 造 を 説 明 す る た め の 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 に 用 い る 配 線 基 板 の 特 徴 を 説 明 す る た め の 平 面 図 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 の 要 部 の 動 作 を 説 明 す る た め の 側 面 図 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 に よ る エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン と 従 来 品 の 周 波 数 特 性 を
説 明 す る た め の グ ラ フ 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 の 変 形 実 施 例 を 説 明 す る た め の 一 部 を 断 面 と し た 斜 視 図 。
【 図 ８ 】 従 来 の 技 術 を 説 明 す る た め の 断 面 図 。
【 図 ９ 】 図 ８ に 示 し た 構 造 の エ レ ク ト レ ッ ト コ ン デ ン サ マ イ ク ロ ホ ン の 電 気 的 な 構 造 を 説
明 す る た め の 接 続 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ １ 　 　 カ プ セ ル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ７ 　 　 背 極 孔
１ ２ 　 　 前 面 板 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ８ 　 　 背 室
１ ３ 　 　 中 心 孔 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ ２ 　 　 配 線 基 板
１ ５ 　 　 振 動 膜 リ ン グ 　 　 　 　 　 　 　 ５ ０ 　 　 Ｉ Ｃ 素 子
１ ６ 　 　 振 動 膜 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ １ 　 　 出 力 端 子
１ ７ 　 　 絶 縁 ス ペ ー サ 　 　 　 　 　 　 　 ５ ２ 　 　 ア ー ス 端 子
１ ８ 　 　 背 極 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ ３ 　 　 ゲ ー ト
１ ８ Ａ 　 　 筒 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ ８ 　 　 接 触 片
１ ８ Ｂ 　 　 突 起 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｇ 　 　 　 空 隙
１ ９ 　 　 エ レ ク ト レ ッ ト 誘 電 体 膜
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

(7) JP 2004-349927 A 2004.12.9



【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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